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ＮＥＴＩＳとは？（その４ 活用に当たって） 

                            四国技術事務所 

技術情報管理官  岡 俊一 

 

１．はじめに 

 四国技術事務所でＮＥＴＩＳ担当をしております岡と申します。ＮＥＴＩＳ

における登録・活用効果調査表・事後評価の総括作業を実施しています。この

コーナーを担当して、２年が経過していますが、相変わらず登録申請時に申請

者から「ＮＥＴＩＳに登録しないと使ってもらえない。」とか「国土交通省の

お墨付き(保証)がつく。」あるいは、「四技に行ってＮＥＴＩＳに登録してこ

い。」という話をよく聞きます。 

 登録相談に申請者が来られたときには、まず「ＮＥＴＩＳとは？」から説明させていただいて

おりますが、残念なことながらＮＥＴＩＳ本来の目的を全ての方に理解されているとは言い難い

状況です。そこで、申請者・活用者・発注者の皆さんに理解を深めていただくことを目的に投稿

しています。 

 

２．ＮＥＴＩＳの活用について 

  主に活用者に対しての項目となりま 

 すが、ＮＥＴＩＳは(その１)に記述し 

 ていますように、あくまでも申請者が 

 登録した新技術を掲載しているシステ 

 ムです。インターネットを利用して検 

 索することにより、施工しようとする 

 現場に最適な技術を探せるステムとい 

 うことです。 

  活用に当たっての注意事項を下記に 

 述べさせていただきます。 

 １）掲載内容をよく読むこと 

   技術の特性をよく把握して、使用 

  する現場にあった技術を選定する必 

  要があります。 

   新技術の特性を理解し、適切な活 

  用をしなければ、記載されている効 

  果が期待できません。その為には、 

  記載資料で当たりを付け、登録者に 

  技術資料の聞き取りを行い、よく吟 

  味してから活用してください。 
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２）従来技術と活用技術の比較を行うこと 

【従来技術(通常施工する工法)】と【新技術(NETIS 掲載技術)】を比較し、優位性を確認す

ることにより、選定理由を明確にできます (会検対応資料として有用) 。基本的には、従来

技術と新技術２～３件程度選出して比較表を作成し、評価資料とするのが一番です。詳細設

計時にコンサルタントに検討させると発注時に容易に比較検討が可能となり、発注者指定型

による活用にもつながります。 

   前頁に、NETIS 登録事例の一部を掲載しています。掲載情報を参考に検討してもよいですが、

経済性が微妙な場合は、実施箇所に対して積算し比較することが望ましい。まずは、赤囲い

している６項目により技術の優位性を確認し、選定理由を決定することが大事です。 

 ３）現地を確認して、活用効果調査表で評価する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＥＴＩＳとは？（その１）にも掲載していた概念図です。 

活用して、活用評価表を作成→新技術活用評価会議で事後評価→それにより技術の評価が

決定という流れになっています。 

   その結果により申請者とって、不利益を被る場合もあります。 

活用者(発注者・施工者)は、適正に評価しないと、せっかくの有用な技術や有用な業者を

見落とことになりかねません。申請者・活用者・発注者の三者がお互いに情報共有すること

で、社会資本整備の一助になるようにするためのツールと考えて、利用していただくことが、

ＮＥＴＩＳの役割だと思います。そのために、正しくシステムを理解して運用していただけ

ればと思っています。 

３．おわりに 

  次回は、申請者にＮＥＴＩＳをうまく活用する方法や技術をスパイラルアップする方法など

を記述してゆきます。 

※ＮＥＴＩＳ(新技術情報提供システム)とは？
- New Technology Information System –

(新技術の活用にあたっての参考情報)

容易に誰でも
検索利用可能

申請情報

評価情報

民間等で開発された技術

技術
情報

技術
情報

◇◇工法 △△材料

・・・・

申請登録

申請者情報

NETIS

注意
① NETIS 掲載情報は、当該技術に関する
証明、認証その他技術の裏付けを行うも
のではなく、新技術活用に当たっての参
考情報です。

② 申請情報は、技術開発者からの申請に
基づく情報であり、国土交通省が評価等
を行っているものではなく、申請情報に
伴う苦情、紛争等の対応は、 NETIS申請
者の責任において行っていただきます。

直轄工事等での新技術の活用
活用効果調査表の作成

「新技術活用評価会議」
による事後評価

事後評価された技術

事後
評価

◇◇工法 △△材料

・・・・ 事後
評価

情報の蓄積
新技術の開発・改良

新技術の活用は、現
場毎の条件の適合性等
による判断に応じて設
計・工事担当部署が
各々行うものであり、
評価結果に基づき当該
技術の活用等が保証さ
れるものではない。
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